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ジョモケニアッタ農工大学の概要

概要：
1979年高等技術専門学校（College）として設立され、日本の支
援の下に農学・工学分野の実技重視の教育を実施。

1994年に５番目の国立大学に昇格。

2011年汎アフリカ大学基礎科学・技術イノベーション学院
（PAUSTI)を設立。翌2012年より学生受入開始。

学部：本部キャンパス
５学部（農、工、理、保健医療、人的資源開発）、PAUSTI

学生数：約40,000（本部キャンパス及び６キャンパス）

学部生27,000、大学院生13,000、PAUSTI約250名

教職員数:約2,500名（教員900名、職員1,600名）
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汎アフリカ大学 基礎・科学・技術イノベーション学院
（PAUSTI）の概要

⚫ アフリカ連合 （AU）及びアフリカ連合委員
会（AUC）は、アフリカの高等教育レベルの
向上を図り、経済・社会開発を担う人材の養
成・確保を目的として、2008 年に汎アフリ
カ大学（PAU）構想を立ち上げた

⚫ PAU はアフリカを 5 地域に分け、各地域に
対象分野を指定しホスト国・ホスト大学の支
援を活用した大学院大学を設立した

⚫ 東部では汎アフリカ大学 基礎・科学・技術
イノベーション学院（PAUSTI）が設立され、
ホスト国はケニア、ホスト大学はJKUATが選
定され、支援パートナーとして日本が選ばれ
た

⚫ PAUSTI実績〔2022年12月時点〕

• 第1～9期生にて合計874名（修士課程592名、
博士課程282名）の留学生を域内40か国以上
から受け入れ

• 第1～8期生の合計502名（修士課程370名、博
士課程132名）を域内30か国以上に輩出
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JKUATにおける日本の援助の歴史

1978年無償：大学設立計画１～３期

1980年技協：ジョモケニヤッタ農工大学プロジェクト

JICA専門家およびJOCV協力隊派遣

1983年無償：農場整備計画

1989年無償：大学拡充計画１～３期

1990年技協：ジョモケニヤッタ農工大学プロジェクト

学士課程教育への技術協力

2014年技協：アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/AU
ネットワークプロジェクト

2020年技協：アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/AU
ネットワークプロジェクト（フェーズ２）
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JICA技術協力プロジェクト
「アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/Aネットワークプロジェクト]（フェーズ2）

プロジェクト期間：2022年6月～2025年6月〔計画時〕
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JKUATにおける日本の大学との交流実績

現行プロジェクトへの支援：

京都大学、岡山大学、帯広畜産大学、長崎大学

教員育成のための博士課程等の受入大学：

現行プロジェクトでの実績

京都大学、岡山大学、長崎大学、鳥取大学、九州大学、
名古屋工業大学、横浜国立大学、大阪大学、山梨大学、
東京工業大学、奈良先端科学技術大

共同研究：

SATREPS;九州大学「東アフリカ大地溝帯に発達する地熱
系の最適開発のための包括的ソリューション」
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JKUATにおける日本の大学や企業との交流実績

交流事業

1. 世界展開力強化事業「アフリカ諸国との大学間交流形
成支援」
• 京都大学・東京外語大学；アフリカにおけるSDGsに向けた高度イ
ノベーション人材育成のための国際連携教育プログラム（タイプ
Ｂ)

• 長崎大学；プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同教
育プログラム（タイプＡ②）

• 東京農業大学；アフリカの栄養改善活動をフィールドとする共同
実践型教育プログラム（タイプＡ②）

• 宇都宮大学；アフリカの潜在力と日本の科学技術融合によるSDGs
貢献人材育成プログラム（タイプＡ①）

2. さくらサイエンスプログラム
• 東京都市大学；自律移動ロボット制御実験を通じた学生の交流

3. 本邦民間企業との連携
• 和郷園；日本式集約的農業による高品質農産物の生産
• 教育情報システム；e-learning教材の開発
• トベ商事；PETボトルのリサイクル事業
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日本の民間企業との共同実験、
デモンストレーション

農学部実験棟

工学部実験棟

JKUATの研究施設
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JKUATにおける研究・開発活動（農学部）
安全な種の生産、PCNの管理、気象変動への
対応 加工食品の開発

健康維持のための加工方法の検討 機械化促進のための技術開発
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電気自動車開発

障害者支援NGOと連携して
電動トライサイクルを開発

✔産学連携（インキュベーション）の一例

Space Expoでの展示

国防省
大臣

ケニア宇宙機関
（KSA）局長

打ち上げ

ロケット開発

✔ケニア宇宙機関との連携

材料工学

Dr. Mutuaによる
樹脂のエクストルーダ

✔トベ商事との連携への期待

Dr. Martinによる
摩擦攪拌接合装置

生産工学

✔製造業への貢献の期待

ドローン研究支援

プロジェクトの支援により
5名のJKUAT教員が操縦資格を取得

✔プロジェクトよりドローン機材を提供
✔ドローンの研修センターを学内に準備中

企業訪問

✔企業訪問を実施し、
大学との連携を模索

APDK
(NGO)

Isuzu E.A.
(民間企業)
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JKUATにおける研究・開発活動（工学部）
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東南部アフリカの農業生産の課題
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多様な生産環境、進行する気候変動、新たな病害虫問題など
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一国のみならず近隣諸国、アフリカ大陸共通の課題

食料栄養安全保障の確立に向けた課題の克服



本邦大学との教育・研究交
流、サンドイッチプログラ
ム等、本邦企業のアフリカ
進出にあたってのサポート
や本邦企業あるいはそのケ
ニア支社・支店等でのイン
ターンシップ等

【 JKUATが目指す将来像】
本邦大学・企業のアフリカ進出の窓口として、アフリカ内外の高等教育機間や産
業界との自立的な連携の下、アフリカ54カ国のSTI人材育成・研究の拠点大学とし
てアフリカ開発課題の解決及び頭脳循環に貢献

★本邦大学・企業

AUN/SEED-Netのアセアン10ヵ国メ
ンバー大学26校等との教員/学生交

流、共同研究等
【例】
タイ・チュラロンコン大学やタイ
国立エネルギー技術研究センター、
ベトナム・カントー大学、
マレーシア・MJIIT

★東南アジアの大学・企業

★E-JUST

★

E-JUSTとJKUAT/PAUSTI間の
教員/学生交流や共同研究

や
E-JUSTの本邦支援大学との

3大学間連携等

ウガンダの主要大学（マケ
レレ大学、チャンボゴ大学、
バララ大学）との教員/学

生交流、共同研究等

ルワンダ、タンザ
ニア、ボツワナ、
南アフリカ等の主
要大学との人材・
研究交流も今後展

開予定

JKUATが目指す将来像
～日・アフリカの高等教育ネットワークの強化を担う拠点大学～
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ご清聴ありがとうございました
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